
　2月 5日、五頭山麓うららの森特設会場において「ゆうきの里の火祭り」

が盛大に行われました。冬型もちょうど中休みの、あたたかい天候の中、

特大のさいの神を見ようと市内外からたくさんの人たちが訪れました。

　また、こちらがお目当てという人も。つきたてのおもちやあつあつの

鍋、だんごまきにも大きな人だかりができていて、あちこちで歓声があ

がっていました。
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平
成
16
年
度
の
阿
賀
野
市
の
当
初

予
算
は
、
合
併
に
か
か
る
国
や
県
の

財
政
支
援
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に

伴
う
地
方
交
付
税
等
の
削
減
に
よ
る

影
響
が
予
想
以
上
に
大
き
く
、
大
幅

な
歳
入
不
足
と
な
り
、
市
の
借
金
で

あ
る
市
債
の
発
行
や
基
金
の
取
崩
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
革
は
、「
補
助
金
の
削
減
・

地
方
交
付
税
の
改
革
・
税
源
の
移
譲
」

を
同
時
に
進
め
よ
う
と
す
る
考
え
方

で
、
地
方
自
治
体
の
裁
量
権
の
拡
大
を

目
指
す
と
と
も
に
、
国
と
地
方
の
間
に

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
17
年
度
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
地
方
交
付
税
改
革
が
行
わ
れ
る

見
通
し
で
あ
り
、
税
制
度
に
お
い
て

も
定
率
減
税
等
の
見
直
し
の
論
議
が

始
ま
る
な
ど
、
よ
り
厳
し
さ
を
増
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
時
の
方
針
で
あ
っ
た

「
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
低
負
担
」
に
基

づ
く
制
度
調
整
も
、
財
政
負
担
増
加

の
一
因
と
な
り
、
今
後
実
態
に
あ
っ

た
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

近
頃
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
は
、
景
気

が
回
復
基
調
に
あ
る
と
盛
ん
に
報
道

し
て
い
ま
す
が
、
市
の
基
幹
的
な
収

入
で
あ
る
市
税
は
、
個
人
市
民
税
で

対
前
年
３
・
４
％
減
、
固
定
資
産
税

で
２
・
２
％
増
と
見
込
ん
で
お
り
、

大
幅
な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
状
況

で
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
も
臨
時
財
政
対
策
債
と
合
わ
せ

た
額
は
国
に
お
け
る
総
額
で
対
前
年

４
・
５
％
減
と
抑
制
方
針
が
示
さ
れ

て
お
り
、
17
年
度
の
主
要
な
一
般
財

源
は
16
年
度
に
比
べ
て
も
さ
ら
に
減

少
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
医
療
費
や

介
護
給
付
費
な
ど
が
増
加
し
、
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険

な
ど
の
医
療
特
別
会
計
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、

環
境
対
策
と
し
て
の
公
共
下
水
道
事

業
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
工
事

に
か
か
る
借
入
償
還
金
の
負
担
が
増

え
る
見
込
み
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
教
育
、
福
祉
、
環

境
対
策
な
ど
の
重
点
課
題
へ
の
対

応
や
、
各
種
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

維
持
補
修
費
な
ど
に
今
後
、
ま
す
ま

す
経
費
が
必
要
と
な
り
、
当
初
の
予

算
編
成
の
時
点
で
、
単
純
に
見
込
め

る
歳
入
（
収
入
）
か
ら
各
課
の
予
算

要
求
（
歳
出
）
を
差
し
引
い
た
額

は
34
億
円
も
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、

予
算
編
成
の
中
で
、
今
ま
で
以
上
に

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
徹
底
し
た

コ
ス
ト
の
削
減
や
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
前
の
各
町
村
の
15
年
度
一

般
会
計
決
算
は
、
以
前
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
黒
字
決
算

で
し
た
が
、
そ
の
実
態
は
、
基
金

（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
っ

て
歳
入
を
確
保
し
て
き
た
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
合
併
し
た
と
き
の
一

般
会
計
基
金
は
4
町
村
合
わ
せ
て
約

15
億
４
、
２
０
０
万
円
で
、
財
政
調

整
基
金
な
ど
の
主
要
な
基
金
は
他
の

市
に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
も
の
で

し
た
。

　

こ
の
基
金
も
平
成
16
年
、
17
年
度

予
算
の
編
成
で
取
り
崩
し
に
よ
っ
て

歳
入
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
の
基
金
残

高
は
約
９
億
９
、
５
０
０
万
円
と
な

り
、今
後
の
基
金
残
高
は
底
を
つ
き
、

ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
状
況
に
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
も
引
き
続
き
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

基
金
に
頼
っ
た
財
政
運
営
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
歳
入
に
見

合
っ
た
歳
出
構
造
を
目
指
す
と
と
も

に
、
基
金
の
確
保
に
努
め
、
突
発
的

な
歳
出
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
財
政
体

質
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

前
記
の
と
お
り
、
三
位
一
体
改
革

の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、
17
年
度
も

き
わ
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行

財
政
体
質
の
改
善
を
図
る
た
め
、
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
遵
守

し
、
次
の
点
に
留
意
し
て
編
成
に
あ

た
り
ま
し
た
。

①  

職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ
ス
ト
意

識
を
持
ち
徹
底
し
た
コ
ス
ト
の

低
減
を
は
か
る
。

②  

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
必
要
性

や
効
果
等
の
再
点
検
を
行
い
、

整
理
統
合
や
計
画
的
な
縮
減
・

廃
止
・
上
限
お
よ
び
終
期
の
設

定
等
を
行
う
。

③  

現
在
保
有
し
て
い
る
用
地
の
利

活
用
を
全
庁
的
な
立
場
か
ら
弾

力
的
に
行
う
。
さ
ら
に
、
具
体

的
な
利
用
計
画
が
な
い
用
地
に

つ
い
て
は
、
売
却
や
貸
し
付
け

に
努
め
る
。

④  

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
維
持
補

修
計
画
を
策
定
し
計
画
的
な
点

検
修
繕
に
努
め
る
。

⑤  

投
資
的
経
費
（
建
設
経
費
）
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
公
債
費
の

動
向
や
事
業
の
必
要
性
を
考
慮

し
、
真
に
必
要
な
事
業
を
取
捨

選
択
し
た
上
で
事
業
化
す
る
。

⑥  

特
定
の
受
益
者
が
受
け
る
使
用

料
・
手
数
料
等
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
た
負
担
と
い

う
観
点
か
ら
適
正
化
に
努
め
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
平

成
17
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は

前
記
の
予
算
編
成
方
針
等
に
よ
り
す

す
め
る
予
定
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
は
何
で
も
行
政
が
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
と
い
う
考
え
か

ら
、
何
に
力
を
入
れ
、
何
を
我
慢
す

る
か
と
い
っ
た
優
先
順
位
を
決
め
る

と
と
も
に
、
既
存
事
業
の
見
直
し
を

積
極
的
に
行
い
、
ス

※

ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
前
提
に
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
阿
賀
野
市
の
住

民
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
の
一
人

で
も
あ
り
ま
す
。
国
の
借
金
は
現
在

約
７
０
０
兆
円
、
市
の
借
金
は
特
別

会
計
を
合
わ
せ
る
と
約
３
９
０
億
円

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
巨
額
の
借
金
を
、
最

終
的
に
は
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
た
う
え
で
、
こ
れ
か

ら
の
市
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

三
位
一
体
改
革
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
市
の
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
平
成

17
年
度
に
お
い
て
も
大
幅
な
財
源
不

足
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
合

併
し
た
ば
か
り
の
阿
賀
野
市
の
財
政

状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
今
後
、
行
財

政
改
革
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
行

財
政
体
質
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
保
有
土
地
の
積
極
的
な
売
却
や

県
営
産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
な
ど

を
行
い
、自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
充
実
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
行
政
だ
け
で
こ
の
難
し

い
局
面
を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
と
行
政

の
責
任
を
明
確
に
し
、
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご

協
力
で
21
世
紀
に
躍
進
す
る
「
オ

ア
シ
ス
都
市
阿
賀
野
」
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

※ 

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

…
採
算
や
効
率
の
悪
い
部
門
（
事

業
）
を
整
理
し
、新
た
な
部
門
（
事

業
）
を
設
け
る
こ
と
。

平
成
17
年
度
の

財
政
見
通
し
は
？

平
成
17
年
度
の
歳
入
は
？

阿
賀
野
市
の
基
金
は
？

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

特
に
留
意
し
た
点
は
？

平
成
17
年
度
の
事
業
は
？

平
成
17
年
度
の
歳
出
は
？

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

《
問
い
合
わ
せ
》

　

市
役
所
財
政
課

☎
６
２
│
２
５
１
０

厳
し
さ
を
増
す

阿
賀
野
市
の
財
政
状
況

　平成 16年 4月 1日に新生「阿賀野市」が誕生し、まもなく 1年が経と
うとしています。
　平成16年度の予算は、各町村の持ち寄り的な要素が強く、また6月議
会で本予算が承認されるまで暫定予算で執行するなど今までにない予算編
成であり、執行でありました。
　平成17年度予算は本当の意味での阿賀野市の予算といえると思います。
　ここでは、市の財政状況と来年度予算の編成方針などをお知らせします。

地方交付税： 全国の市町村間の税収入などのアンバランスを考慮し、同じ水準で行政が運営できるように財源の不足分を補うためのもの。
（国から交付されます）

市　　　債： 市が事業を行うとき、その費用の一部に充てるため国や金融機関などからお金を借りて長期にわたり年次的に返済するもの。（市の借金）

臨時財政対策債： 地方交付税の原資となる財源（国の財源）が足りないため、その不足分を市債で賄うもの。その元利償還金（借金返済
金）は、次年度以降、地方交付税で措置されます。

公　　債　　費： 市債（市の借金）に対する返済金
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雪原に浮かぶ400の明かり

　

２
月
４
日
、
笹
岡
小
学
校
４
年
生
が
３

班
に
分
か
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
巨
大
雪
だ

る
ま
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
！
」
の
か
け
声
と
と
も

に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
雪
を
運
ぶ
役
、
固

め
る
役
な
ど
手
分
け
を
し
な
が
ら
取
り
組

み
ま
し
た
。
大
き
く
丸
め
た
頭
の
部
分
を

胴
体
に
の
せ
る
の
は
至
難
の
業
。
皆
の
協

力
で
無
事
の
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
班
と
も
50
分
ほ
ど
で
完
成
。
今
年
の

干え

支と

に
ち
な
ん
だ
鶏
型
の
も
の
や
、
目

や
口
に
野
菜
を
使
っ
た
も
の
な
ど
趣
向
を

凝
ら
し
た
雪
だ
る
ま
が
並
び
ま
し
た
。
児

童
の
一
人
、
大
月
武

た
け
し

く
ん
は
「
頭
を
転
が

す
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
が
手

伝
っ
て
く
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
」
と
満
足

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、
１
月
24
日

の
給
食
記
念
日
に
合
わ
せ
た
1
週
間
、
特

別
の
献
立
や
各
種
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
原
小
学
校
で
は
児
童
に
様
々
な
給
食

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
全
校
バ
イ
キ

ン
グ
や
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
、
昔
よ
く
給
食
で

食
べ
ら
れ
た
鯨
肉
の
体
験
料
理
な
ど
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
給
食
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

28
日
に
は
本
田
市
長
を
招
い
て
の
「
お

客
様
給
食
会
」。
６
年
３
組
の
児
童
は
、
一

番
人
気
の
タ
ン
メ
ン
を
食
べ
な
が
ら
市
長

を
囲
ん
で
楽
し
く
歓
談
。
食
事
中
は
水
原

小
の
特
徴
や
活
動
の
紹
介
、
そ
し
て
食
べ

る
暇
が
無
い
く
ら
い
「
趣
味
は
？
」「
健
康

法
は
？
」
な
ど
の
質
問
が
市
長
へ
飛
ん
で

い
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
と
30
日
の
両
日
、
五
泉
市
で
開
催
さ
れ
た

第
12
回
新
潟
県
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
、
予
選
を
勝

ち
抜
き
下
越
代
表
と
し
て
出
場
し
た
「
水
原
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
」
が
９
大
会
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

持
ち
味
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
攻
守
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
ゲ
ー
ム
で
順
調
に
勝
ち
進
み
、
前
年
度
優

勝
チ
ー
ム
を
破
る
と
勢
い
に
乗
り
、
決
勝
で
は
強
豪
の

上
山
Ｆ
Ｃ
を
３
│
０
で
退
け
、
参
加
１
２
０
チ
ー
ム
の

頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。《
敬
称
略
》

五
十
嵐
貴た

か

光み
つ

、
鈴
木
優ま
さ

洋ひ
ろ

、
阿
部
稜た
か

拓ひ
ろ

、
阿
部
大
樹
、

本
間
圭
輔
、
風
岡
諒
り
ょ
う

、
佐
藤
幸ゆ
き

辰と
し

、
阿
部
悠ゆ
う

貴き

、
本
間

雅
之
、
堀
井
祥
し
ょ
う

一い
ち

、
赤
澤
直
人
（
以
上
水
原
小
）、
三

上
和か
ず

眞ま

、
斎
藤
弘
明
、
木
村
恵け
い

、
神
田
遼
り
ょ
う

（
以
上
安
野

小
）、
上
松
奏
か
な
め

（
堀
越
小
）、
高
井
大
樹
（
羽
生
田
小
）

　「駒林小学校区がピカピカ輝くこ

とをやろう」を目的に結成された

“こまピカプロジェクト”主催の「雪

ホタル大発生」が、2月 8日夜、

同校グラウンドで行われました。

　雪ホタルとは、小さなかまくら

の中にろうそくの火を灯すもの。

前日から、児童はもちろん住民の

皆さんも準備に参加し、400 もの

雪ホタルができあがりました。ろ

うそくに火が灯され、中央に「駒

小」の文字が浮かび上がると、一

気に幻想的な雰囲気に。「きれい

だねー」とあちこちから感嘆の声

が上がっていました。

水
原
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
・
新
潟
県
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
で
優
勝

大
き
な
雪
だ
る
ま
が
で
き
た
よ

　

毎
年
、
４
年
生
以
上
の
希
望
者
を
中

心
に
結
成
さ
れ
、
11
月
か
ら
３
月
ま
で

活
動
を
続
け
る
水
原
小
の
「
白
鳥
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」。
昭
和
47
年
か
ら
続
く
こ
の

活
動
。
今
年
度
は
62
人
の
隊
員
が
約
６

人
で
10
班
を
つ
く
り
、
週
３
・
４
回
、
瓢

湖
の
水
温
・
気
温
の
測
定
、パ
ン
ち
ぎ
り
、

ご
み
拾
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
17
日
、お
そ
ろ
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

と
帽
子
を
身
に
ま
と
い
パ
ン
ち
ぎ
り
を

実
施
。こ
の
日
、隊
長
の
酒
井
杏

き
ょ
う

さ
ん（
６

年
生
）
は
「
中
学
生
に
な
っ
て
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で

来
た
い
」
と

意
気
込
み
を

語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

地
元
の
皆

さ
ん
や
観
光

客
か
ら
激
励

さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
同
隊

員
。
冬
の
瓢

湖
の
風
物
詩

に
定
着
し
て

い
ま
す
。

野
鳥
保
護
の
小
さ
な
味
方

水
原
小
白
鳥
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

邪気を払って福を呼ぶ

　2月 3日の節分の日、出湯保
育園で豆まきが行われました。
　豆まきスタート。園児たちは
｢おには～そと、ふくは～うち｣
とまかれる豆を夢中で拾い、今
年一年病気にならないように年
の数だけ豆を食べました。

チーム一丸「ハッスルハッスル」

　第 1回市民ビーチボールバレー大会が 2月 6 日、笹神体
育館で開催されました。
　会社の仲間や同じ自治会で構
成された 25 の参加チームは、軽
くてスピードが定まらないビー
チボールに振り回されながらも、
ゲームにハッスル。気持ちのい
い汗を流していました。

美しい音色を響かせて

　2月 11 日、保健福祉センター
京和荘で第 14 回大正琴演奏会
が行われました。
　各地区のグループが日ごろの
練習の成果を披露。民謡、童謡、
歌謡曲などを演奏し、ホール
いっぱいに美しい音色を響かせ
ていました。

安田幼稚園で豆まき

　2月 3日、安田幼稚園で節分の豆まきが行われました。
　「心の中にいる鬼を追い出しましょう」と、園児は赤鬼と
青鬼へ向けて豆をまき、みんなで力を合わせて鬼たちを追
い払いました。
　その後、福の神が登場。「みんなの心の中にいた、いじ
め鬼や風邪引き鬼、好き嫌い鬼は窓から逃げて行きました」
と園児たちに話し掛け、「さくら組さんは一年生になれます
ように。もも組はさくら組になれますように。うめ組はも
も組になれますよ

うに」とお祓
はら

いを
しました。
　最後に「まだ体
の中に少し残って
いる鬼がいなくな
るように、みんな
で食べてくださ
い」と福の神から
園長先生に福豆が
渡されました。

還付申告指導会を実施

　2月 3 日と 4 日の両日、指
導を受けながら申告書の作成
と提出ができる税の「還付申
告指導会」が、市役所本所で
行われました。
　一足早く申告を終えた方々
は、皆さん「ほっ」とした様
子でした。

人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
市
長
を
招
待

　

瓦
の
産
地 

安
田
地
区
庵
地
で
１
月
12
日

か
ら
２
週
間
、
安
田
瓦
高
等
職
業
訓
練
校
が

開
校
さ
れ
ま
し
た
。
雪
で
瓦
ぶ
き
作
業
が
困

難
な
こ
の
時
季
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
短
期
と
な
っ
て
か
ら
は
17
回
目
、
県
内

各
地
よ
り
過
去
最
多
の
37
人
が
受
講
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
最
終
日
と
い
う
こ
と
で
、
２
月

上
旬
に
行
わ
れ
る
厚
生
労
働
大
臣
認
定
の
技

能
士
試
験
を
想
定
し
た
本
番
さ
な
が
ら
の
実

技
練
習
。
１
級
、２
級
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
瓦
を
割
っ
た
り
、
葺ふ

い
た
り

し
て
２
週
間
の
総
ま
と
め
に
取
り
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。

　

瓦
ぶ
き
は
資
格
が
な
く
て
も
出
来
る
も
の

の
、
近
年
は
会
社
の
質
向
上
、
競
争
に
勝
て

る
人
材
の
育
成
、
認
知
度
ア
ッ
プ
な
ど｢

中

身
の
充
実｣

を
目
的
に
、
瓦
関
係
の
会
社

従
業
員
も
多
数
受
講
す
る
傾
向
。
指
導
に
当

た
っ
た
齋
藤
昭
吾

さ
ん
は
、｢

今
年

は
例
年
を
勝
る
真

剣
ぶ
り
。
み
ん
な

い
い
素
質
を
持
っ

て
い
る｣

と
2
週

間
を
振
り
返
り
、

最
後
の
追
い
込
み

に
鋭
い
目
を
光
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

県
内
唯
一
の
瓦
高
等
訓
練
専
門
学
校

瓦
ぶ
き
職
人
の
技
術
向
上
を
目
指
す
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今
日
、「
個
人
情
報
」

を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
、
私
た
ち
の
生
活
は

大
変
便
利
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、「
個
人
情
報
」
が
誤
っ
た
取

り
扱
い
を
さ
れ
た
場
合
、
個
人
に
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
不
安

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
の
法
律

で
は
、
国
民
が
安
心
し
て
高
度
情
報
通
信
社

会
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
た
め
に
個
人
情
報

の
適
正
な
取
り
扱
い
を
求
め
て
い
ま
す
。

※ 

「
個
人
情
報
」
と
は
、
個
人
に
関
す
る
情

報
で
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月

日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
、
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

 

個
人
情
報
保
護
法
の
ポ
イ
ン
ト

１ 　

個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
な
が

ら
、
個
人
の
権
利
や
利
益
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

２ 　

①
こ
の
法
律
は
、
民
間
の
事
業
者
の
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
共
通
す

る
必
要
最
小
限
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

 　

②
こ
の
法
律
の
仕

組
み
は
、
事
業
者
が
、

事
業
等
の
分
野
の
実

情
に
応
じ
、
自
律
的

に
取
り
組
む
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ル
ー
ル

　

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
次
の
よ
う
な

ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１ 

利
用
・
取
得
に
関
す
る
ル
ー
ル

　
　

①
個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
で
き
る
限

　

り
特
定
し
、
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な

　

範
囲
を
超
え
て
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て

　

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

②
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て 

　

個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

　

ま
す
。

　

 　

③
本
人
か
ら
直
接
書
面
で
個
人
情
報

を
取
得
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
本
人
に
利
用
目
的
を
明
示
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
間
接
的
に
取
得

し
た
場
合
に
は
、
す
み
や
か
に
利
用
目                   

的
を
通
知
ま
た
は
公
表
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

２ 

適
正
・
安
全
な
管
理
に
関
す
る
ル
ー
ル

　
　

①
顧
客
情
報
の
漏
え
い
な
ど
を
防
止
す

　

る
た
め
、個
人
デ
ー
タ
を
安
全
に
管
理
し
、

　

従
事
者
や
委
託
先
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な

　

り
ま
せ
ん
。

　

 　

②
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲

で
、
個
人
デ
ー
タ
を
正
確
か
つ
最
新
の
内

容
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３ 

第
三
者
提
供
に
関
す
る
ル
ー
ル

　
　

個
人
デ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同

　

意
を
取
ら
な
い
で
第
三
者
に
提
供
す
る
こ

　

と
は
原
則
禁
止
さ
れ
ま
す
。

４ 

開
示
等
に
応
じ
る
ル
ー
ル

　

 　

①
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
保
有
す
る

個
人
デ
ー
タ
に
関

し
て
、
本
人
か
ら

求
め
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
開
示
、

訂
正
、
利
用
停
止

等
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

②
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
苦

　

情
が
寄
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
適
切
か
つ
迅

　

速
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

※ 

「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
は
、
個

人
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
用
い

て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
系

的
に
構
成
し
た
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
等
を
事
業
活
動
に
利
用
し
て
い
る
事

業
者
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
個
人
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
構
成
す
る
個
人
情

報
の
こ
と
を
「
個
人
デ
ー
タ
」
と
い
い

ま
す
。

 

消
費
者
が
で
き
る
こ
と

　

個
人
情
報
保
護
法
に
は
、
個
人
情
報
取
扱

事
業
者
が
保
有
す
る
個
人
デ
ー
タ
に
関
し
て

「
本
人
が
関
与
で
き
る
仕
組
み
」
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
の
全
面
施
行
に

よ
り
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
て
次

の
措
置
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１ 

開
示
の
請
求

  　

 　

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
本
人
に

開
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 
訂
正
の
請
求

  　

 　

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
内
容
に

誤
り
が
あ
る
と
き
は
、
訂
正
、
追
加
ま

た
は
削
除
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

３ 

利
用
停
止
の
請
求

　

  　

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
こ
の
法

律
の
義
務
規
定
に
違
反
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
と
き
は
、
利
用
停
止
ま
た

は
消
去
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

※ 

法
定
代
理
人
ま
た
は
本
人
が
委
任
し
た

代
理
人
を
通
じ
て
求
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人

ま
た
は
第
三
者
の
生
命
、
身
体
、
財
産

そ
の
他
の
権
利
や
利
益
を
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
開
示
し
な
い

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

苦
情
処
理
の
し
く
み
に
つ
い
て

　

個
人
情
報
に

関
す
る
苦 

情

は
、
そ
の
個
人

情
報
取
扱
事
業

者
に
申
し
出
て

解
決
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
な

が
ら
認
定
を
受

け
た
個
人
情
報
保
護
団
体
や
地
方
公
共
団
体

に
よ
る
あ
っ
せ
ん
等
に
よ
り
解
決
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

法
律
お
よ
び
政
令
の
条
文
等
は
内
閣
府
国

民
生
活
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

（
ア
ド
レ
ス　

h
ttp
://w
w
w
5
.c
a
o
.g
o
.jp
/

se
ik
a
tsu
/k
o
jin
/in
d
e
x
.h
tm
l

）

《
問
い
合
わ
せ
》

　

市
役
所
総
務
課
文
書
管
理
係

　

☎
６
２
│
２
５
１
０　

内
線
２
６
６

平成 17年４月１日から
個人情報保護法が全面施行されます

　市では、住民参加による健康なまちづくり計画『健康あがの 21』に取り組んでいます。この計画は、

子どもから高齢者まで一環した健康づくりを進め、市民の健康を推進するものです。策定にあたって

は、アンケート調査や市民の皆さんから健康に対する声を聞き、市民が主体

となった計画づくりを進めるものです。

　今後は、平成 17 年度の策定をめざし、地区懇談会や市民と地域、行政によ

るワーキング部会や策定委員会を開催し、地域の特性に応じた保健事業の方

向性と施策を検討していきます。

　今回は、『健康と生活に関するアンケート』の集計結果がでましたので一部

を報告します。

○対象者：中学1年生以上年齢構成別による男女半数による無作為抽出
《一部抜粋》

　以上、アンケートの一部を紹介しましたが、このような市民の声を計画に反映させて、市民の皆さ

んが健康づくりを実践できる計画をつくっていきたいと考えています。

　「健康あがの 21」に関する問い合わせは、市役所健康推進課 保健企画係まで。

☎ 62 － 2510　内線 641

～みんなで考えよう　健康づくり～

　京ヶ瀬小学校では、全校児童がお

茶うがいに取り組んでいます。

　遊んだ後や掃除の後など、家か

ら持参した水筒を手に「ガラガラ、

ペー」。お茶に含まれるカテキンに

抗菌効果があるそうです。皆さんも

取り入れてみては？

　9月～ 1月まで全 5回コースで栄養教室を開催しました。毎回 20

数名が参加され、テーマにそった調理実習や健康づくりの講義、運動、

施設見学等を行いました。最終回では『子どもに食べさせたいおや

つ』をテーマに、それぞれおやつ作りもしました。回を重ねるごと

にグループの仲が深まり、閉講式では「やっと仲良くなれたのに残念」

や「5回はあっという間に終わってしまった」「会社を休んで来るこ

とに抵抗があったけれど、楽し

かった」という感想も聞かれま

した。その中でも学習したこと

を 1つは身に付け、実践してい

る話も聞けました。

　来年度は食生活改善推進委員

養成を目的に、全市を対象に

10 回コースで実施します。

『健康あがの21』計画

Q   あなたは、日ごろから意識的に
身体を動かすなど、運動をしてい

ますか。

A ｢ はい ｣と答えた人は全体の40.9％
で、｢いいえ ｣と答えた人は57.3％
でした。

Q   あなたが、ストレス（イライラ、
嫌な気持になったり、寂しさ等）

を感じることはありますか。

A ｢ はい ｣と答えた人は全体の62.6％
で、｢いいえ ｣と答えた人は25.6％
でした。

Q   あなたは、健康でいきいきと生活するために、ど
んな阿賀野市だったらよいと思われますか。また、

自分自身どうありたいと思われますか。

A ｢ ストレスをためずに食事をしっかりとり、運動する
ことが大切だと思った。阿賀野市のみんなが安心して、
健康で暮らしやすい市であることを心から願っていま
す｣《10歳代の女性》

お茶うがいで風邪予防 平成16年度　栄養教室終了しました

Q   あなたにとって、気持を ｢ほっと ｣させてくれる
ところがありますか。

A ｢ はい ｣と答えた人は全体の 62.3％で、｢いいえ ｣と
答えた人は24.7％でした。｢はい ｣と答えた人のうち、
その人や場所では、

 家・家族・家庭…49.7％ 自分の部屋…5.0 ％　
 友だち…5.9％　　温泉…1.7％
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【質問】　脳梗塞の治療に、血管を拡げる方法があると聞きましたが、どんな治療でしょうか？
（60 代　男性）

【回答】

　脳に栄養を送る血管

である頸
けい

動
どう

脈
みやく

が、様々

な物質の沈着によって

狭くなると、脳への血

流量が低下し、脳梗塞

の原因となります。

　近年は検査技術の進

歩によって、身体に侵

襲の少ない検査で、頸

動脈が狭くなっているかどうかがわかるように

なり、外来でも簡単に経過を追えるようになり

ました。

　脳梗塞予防の基本治療は高血圧管理や抗血栓

薬内服などの内科的治療です。しかし、それで

も狭
きょう

窄
さく

が進行し、狭窄が原因と考えられる軽い

神経症状を生じて、放っておくと大きな脳梗塞

にいたる危険の高い症例に対して、狭窄部を拡

げて大きな脳梗塞を予防するという治療が行わ

れるようになってきました。

　これは、細くなって詰まりかけている血管に

風船（バルーン）付きカテーテルを用いて拡張

し、さらにステント（径 5～ 8mm程の金属の

細いワイヤーを編んだような筒で、柔らかく血

管にフィットする）を留置して、再狭窄を防ぐ

というものです。血管撮影下に局所麻酔で行い、

手術時間は 2～ 4 時間で、翌日から歩行可能

です。

　これによって狭窄は著明に改善し、脳血流も

増加します。結果、重い脳梗塞の発症を防ぐこ

とが可能となります。ただし、拡張の際に血管

壁から生じたデブリス（血管壁に沈着した物質

の屑）がはがれ飛んで末梢の血管に詰まり、逆

に脳梗塞を生じてしまう場合もありますので、

治療をうけるかどうかは、メリット・デメリッ

トを充分理解した上での判断が必要となりま

す。

　まだ新しく日進月歩の技術で、脳神経外科の

中でも専門のトレーニングを受けた血管内手術

専門医が治療にあたります。水原郷病院では、

新潟大学で血管内手術を専門に担当する医師に

よる出張手術をしていただいています。

脳外科部長

小山　京
みやこ

動脈硬化による血管狭窄
( 内頚動脈起始部重度狭窄）

ステントによる拡張
( 血管拡張術術後 )

  受付時間のお知らせ
下記診療科

以外の全科
月曜日～金曜日　午前 8時～午前 11 時 30 分まで

小　児　科
月曜日～金曜日　午前 8時～午前 11 時 30 分まで

　　　　　　　　午後 3時～午後 4時 30 分まで

皮　膚　科
月曜日～金曜日　午前 8時～午前 11 時 30 分まで

木曜日は午後 2時～午後 4時 30 分も受け付けします

耳鼻咽喉科
火曜日、金曜日のみ　午前 8時～午後 4時まで

　　　　　　　　　　ただし、診察は午後からです

泌 尿 器 科 水曜、金曜日のみ 午前 8時～午前 11 時 30 分まで

＊上記時間内に受け付けを済まされますようご協力をお願いします。

　上記時間外でも、救急外来にて対応させていただいております。

ボランティアありがとう
　車椅子を皆様に気持ちよく使っていた

だけるようにと、石井ヱミさん（中央町 2）

は月 2回、車椅子整備のボランティア活

動をしてくださっています。丁寧に車椅

子を磨いていらっしゃる姿を拝見すると、

感謝の気持ちでいっぱ

いになります。

　当院には、ほかにも

ボランティア活動をし

ている団体、個人の方

が大勢います。本当に

ありがとうございます。

患者苦情処理委員会からのお知らせ

　16年度の 10 月～ 12 月に、患者様からお寄せいただきましたご意見・ご要望の集計結果と、その一部
を報告します。
　なお、患者様からお寄せいただきましたご意見に対する回答は、病院正面玄関ホールに掲示してあり
ますので、ぜひ、ご覧ください。

平成 16 年度　10 月～ 12 月　ご意見・ご要望集計結果

0 4 6 82 10 12 14 16 18

2

2

17

12

6

8

1

医師に対するご意見

看護師に対するご意見

その他職員に対するご意見

待ち時間に対するご意見

院内設備に対するご意見

お礼のご意見

その他

　耳鼻科を毎日にしてほしい。予約をしているのに、すご

く待たされて、子どもが泣いてしまって困るので、増やし

てほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（匿名）

　常勤医師確保に努めてはおりますが、専門医師不足もあ

り、難しい状況です。今後も引き続き努力してまいります。

　裏口の自転車置場を、もう少し広くしてほしい。

（阿賀野市　男性）

　改築の予定は無いため、早急に放置自転車の撤去と整

理を行いました。

　入院中は大変お世話になりました。病室の方々も皆良

い人ばかりで、本当にゆかいな入院生活でした。看護師

の方に宜しくお伝えください。忘れられぬ思い出深いあ

の時を。身体に気を付けて、尊い人生を大切に過ごしま

しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （匿名）

　数年前までは、外来と患者付き添いは不満ばかりで、

それをどこへ言ったらいいのか分からず、また言ったと

ころで全くそのままだった。しかし、今は対応の早さに

びっくりし、感心、感謝している。（○病棟患者一同）

　患者苦情処理委員一同、これからも更にがんばってい

きますので、ご協力お願いします。

　病棟や廊下などに生け花が飾られており、いつも楽し

みにしている。　　　　　　　　　　　　  （70歳　男性）

患者苦情処理委員会

ご意見・ご要望集計結果　（総数４8件）

脳
のう

  梗
こう

  塞
そく

　病院へ行きタクシーを降りると、車椅子を持ってきて

くれて助かります。ありがたいです。（阿賀野市　女性）
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市立図書館（曽郷） 水原図書館
館内利用者数 　４，５６９人 ６６９人
館外貸出者数 ２，０６１人 ４７９人
館外貸出冊数 ７，５６８冊 ２，２１６冊

開　館　日 ２１日 １１日

笹神図書館 安田図書館
館内利用者数 ───── １０４人
館外貸出者数 １７２人 ７５人
館外貸出冊数 ２７９冊 １９６冊
開　館　日 ２７日 ２７日

　図書館では、毎月「おはなし会」を開催してい
ます。絵本の紹介、絵本読み聞かせ、ストーリー・
テリング、楽しい手遊びの会です。大人も子ども
も皆で楽しいひとときを過ごしましょう。

●おはなしのじかん
☆と　き　毎週土曜日 ( 第４土曜を除く )
　　　　　午後２時～
☆ところ　市立図書館（曽郷・☎６７ー２５００）
☆対　象　幼児から

１月の図書館利用状況

『切り裂きジャック』
パトリシア・コーンウェル／著、相原真理子／訳

『ジャッコ・グリーンの伝説』
ジェラルディン・マコーリアン／作、金原　瑞人／訳

☆と　き　3月 10 日 ( 木 ) 午前 10 時 30 分～
☆ところ　水原公民館・２階『日本間』
　　　　　（山口町１・☎６２ー２０２８）
☆対　象　幼児・保護者

●おはなしこんにちは

『とくべえとおへそ』
桂　文我／文、田島　征彦／絵

　水原図書館は蔵書点検のため 14 日休館し、
開館日は 11 日でした。
　『新着図書』の目録は、各図書館に備え付け
てあります。ご自由にご覧ください。

 　第一次世界大戦が終わって間もない
イギリスの田舎に、姉と暮らす少年フェ
イリム。ある夜、毛むくじゃらな小人に
｢おまえは伝説の英雄、ジャッコ・グリー
ンだ。ワーム（ドラゴンの一種で、翼の
ない巨大な海の怪物）の目覚めを阻止し
ろ！ ｣と言われ、不思議な旅に出る。
　フェイリムに二人の仲間と一匹の馬が
加わって旅は続く。伝説のワームが目覚
めているのか、不気味な妖精や妖怪・怪
獣が襲ってくる…。

　はたしてフェイリムは本当の英雄なのか？　そんな謎を投げ
かけながら、物語は思いもよらない方向へと進んでいく…。

（この本は水原図書館にあります）

 　ヴィクトリア朝末期のロンドンでお

こった切り裂きジャック事件。売春婦が

あいついで殺害されたこの事件は、その

残忍な手口と、切り裂きジャックと名乗

る犯人とおぼしき人物があざけりの手紙

を警察や通信社へ送りつけたこと、その

犯人がついにつかまらず迷宮入りしたこ

とで知られている…。

　犯罪史上もっとも悪名高いこの連続殺

人犯の正体は……？

　「検屍官」シリーズの作家である著者が自らこの難事件に挑み、

膨大な量の手紙･報告書･記録などを駆使した独自の捜査により

犯人を追っている。さあ、その真犯人は……！

（この本は水原図書館にあります）

 　ある日、「とくべえはん」が釣りを

していると…おおうなぎがかかり「と

くべいはん」はおおうなぎと一緒に

雲の上まで上って来てしまいます。

そこで、三年前雲の切れ間から落ち

たカミナリの「ごろぞうはん」に出

会います。今日は空の上の『げっきゅ

うでん』のお祭りでオニの王様とお后
きさき

様のご馳走は人間の『お

へそ』…。そこで「とくべいはん」と「ごろぞうはん」はこっ

そり『おへそ』をぬすみだします。これから先は見てのお楽し

み…。落語絵本で大笑いしてください。 

（この本は笹神・水原図書館にあります）

　

今
年
度
、
市
内
で
調
査
が
実
施
さ
れ

た
遺
跡
に
つ
い
て
の
概
要
を
お
伝
え
し

ま
す
。
な
お
、
安
田
地
区
で
実
施
さ
れ

た
「
大
坪
遺
跡
」
に
つ
い
て
は
別
に
お

伝
え
し
ま
す
の
で
、
今
回
は
割
愛
し
ま

す
。

　

発
掘
調
査
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
広

い
場
所
を
大
勢
の
人
数
で
掘
る
も
の
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
発
掘
調
査
に
は
様
々
な
種
類
が
あ

り
ま
す
。
は
じ
め
に
調
査
の
種
類
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　

雨
が
降
っ
た
後
や
雪
が
解
け
た
春
先

に
は
、
水
田
わ
き
の
あ
ぜ
や
農
道
で
、

土
器
や
石
器
な
ど
昔
の
人
々
が
使
っ
た

道
具
を
拾
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
歩
い
て
遺
跡
を
探
す
調
査
を

「
分
布
調
査
」
と
言
い
ま
す
。
分
布
調
査

で
見
つ
か
っ
た
遺
跡
の
一
部
を
発
掘
し

て
遺
跡
の
範
囲
を
決
め
た
り
、
出
土
し

た
土
器
・
石
器
な
ど
の
遺
物
か
ら
遺
跡

の
特
徴
を
調
べ
る
た
め
の
調
査
を
「
確

認
調
査
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
後
、
遺

跡
の
あ
る
場
所
で
工
事
な
ど
が
行
わ
れ

る
場
合
、
話
し
合
い
を
し
て
「
本
発
掘

調
査
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
確
認
調

査
・
本
発
掘
調
査
」
が
実
施
で
き
な
い

よ
う
な
狭
い
場
所
で
は
調
査
員
が
工
事

に
立
ち
会
い
、簡
単
な
調
査
を
行
う
「
立

ち
会
い
調
査
」
と
い
う
も
の
を
実
施
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
表
に
ま
と
め
た
よ
う
に

市
内
11
ヵ
所
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

内
訳
は
分
布
調
査
４
ヵ
所
、
立
ち
会
い

調
査
３
ヵ
所
、
確
認
調
査
４
ヵ
所
で
す
。

　

分
布
調
査
で
は
、
京
ヶ
瀬
地
区
下
黒

瀬
付
近
で
古
代
の
土
器
が
採
集
さ
れ
、

新
遺
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

笹
神
地
区
十
二
神
で
は
数
点
の
土
器
が

採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
ち
会
い
調
査

は
、
市
内
各
所
で
下
水
道
工
事
に
伴
い

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
確
認
調
査
は
市
内

３
遺
跡
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
調
査

の
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

京
ヶ
瀬
地
区
猫
山
遺
跡
で
は
、
平
成

14
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
保
存
整
備

の
た
め
の
事
前
の
確
認
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
約
２
０
０
㎡
の
調
査
範
囲
か

ら
た
く
さ
ん
の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
、

多
く
の
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
中
で
も
今
回
の
調
査
で
の
大

き
な
成
果
は
、「
竪
穴
住
居
」
と
呼
ば
れ

る
当
時
の
「
家
」
と
思
わ
れ
る
跡
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
発
見
に
よ

り
、
弥
生
時
代
（
約
２
、０
０
０
年
前
）

に
こ
の
地
に
人
々
が
確
実
に
暮
ら
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
平
成

13
年
度
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
場
所

（
お
墓
が
見
つ
か
っ
た
場
所
）
に
比
べ
て
、

石
皿
や
磨
石
（
台
所
用
品
）、
石
鏃
（
や

じ
り
）
な
ど
、
よ
り
生
活
に
密
着
し
た

道
具
類
が
た
く
さ
ん
出
土
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
、
弥
生
時
代
の
ム
ラ
の

様
子
が
さ
ら
に
詳
し
く
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

笹
神
地
区
貝か

い
ば
み喰
遺
跡
は
、
も
と
も

と
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
確
認
調
査
を
実

施
し
た
範
囲
内
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
一
方
、
縄
文
時
代
よ
り
も
数

千
年
新
し
い
中
世
の

珠
洲
焼
や
建
物
の
柱

の
穴
な
ど
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
京
ヶ
瀬

地
区
下
ノ
橋
館
跡
は
、

現
在
の
釈
尊
寺
付
近

に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
旧
小

里
川
は
蛇
行
し
た
川

で
、
そ
の
自
然
の
地
形

を
利
用
し
て
中
世
城

館
が
つ
く
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
調
査
範
囲
内

で
は
そ
の
跡
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
、
今
年
度
市

内
で
実
施
さ
れ
た
発

掘
調
査
の
概
要
を
説

明
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
詳
し
い
成
果
に

つ
い
て
は
、
ま
と
め

の
作
業
を
行
っ
た
う

え
で
、
今
後
博
物
館

等
で
市
民
の
方
々
に

公
開
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
調
査
に
際
し
て

多
く
の
市
民
の
方
々

か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
各
種
調
査
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
16
年
度

　

市
内
遺
跡
発
掘
調
査
情
報

地　区 調査の種類 実施期間 調査原因 関連遺跡名

安　田

分布調査
4月 9日 ＮＴＴドコモ鉄塔建設 家浦Ｂ遺跡（室町）

4月 13 日 広域林道整備 赤松山城跡（室町）

立ち会い調査 8月 10 ～ 9月 3日 下水道工事（寺社）
大坪遺跡

（縄文・弥生・中世）

水　原 立ち会い調査 5月 6日 下水道工事（土橋）
土橋遺跡

（縄文・平安）

京ヶ瀬

分布調査 7月 29 日 下水道工事（城・黒瀬） 城館跡（中世）

確認調査

10月 1日～ 11 月 30 日 保存整備に伴う事前調査 猫山遺跡（弥生）

10月 14 日 東北電力仮鉄塔建設 猫山遺跡（弥生）

12月 1日～ 4日 河川改修工事 下ノ橋館跡（中世）

笹　神

分布調査 7月 29 日 工場団地造成 貝喰遺跡（縄文）

立ち会い調査 8月 17 日～ 下水道工事（村杉） 村杉遺跡（縄文）

確認調査 10月 24 ～ 26、1月 24 日 工場団地造成 貝喰遺跡（縄文）

 平成 16 年度　市内遺跡発掘調査実施状況

こんなこともやっています

◆ 蔵書点検 ( 水原図書館 ) ◆ 

　図書館の本の棚卸のようなものです。本の
１冊１冊に目録カードを挟み込み、本の有無
を確認します。何万冊の本を調査しますので、
単調な作業ですが正確に慎重に行わなければ
なりません。そのほかに目録の整理・本の修
理などたくさんの作業が集中します。
　１年に１度の大整理。みなさんに気持良く
利用していただけるよう頑張っています。
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奥
ま
で
確
実
に
差
し
込
み
、
コ
ン
セ
ン

ト
に
緩
み
が
あ
れ
ば
電
気
工
事
店
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

「
タ
コ
足
配
線
」
は
火
事
の
も
と

　

「
タ
コ
足
配
線
」
と
は
、
タ
コ
の
足

の
よ
う
に
コ
ン
セ
ン
ト
や
延
長
コ
ー
ド

に
口
数
以
上
の
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
コ
ン
セ
ン
ト

や
延
長
コ
ー
ド
に
は
定
格
容
量
（
安
全

に
流
す
こ
と
が
で
き
る
電
気
の
量
）
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
電

気
を
使
う
と
、
発
熱
や
発
火
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
販
の
延
長
コ
ー
ド
の
コ
ン
セ
ン

ト
部
分
な
ど
に
は
定
格
容
量
が
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、

電
気
機
器
の
裏
な
ど

の
表
示
を
確
認
し
て

合
計
が
延
長
コ
ー
ド

の
容
量
を
超
え
な
い

よ
う
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

目
め ぐ ろ

黒 則
の り ゆ き

行さん （中央町・28 歳）

粋いき生
い き が い

涯カラオケサークル

◇代　表　酒井昭平（女堂）
　活動日　毎月第 1・第 3水曜日　午後 7時 30 分～午後 9時 30 分
　場　所　笹神ふれあい会館 談話室
　連絡先　大 正男 ☎ 63 ー 8139、酒井昭平 ☎ 63 ー 9624

◇もっと教えて！
　新曲を覚えたかったり、上手に歌いたくてこのサークルに入る人も
いますが、本来はカラオケを楽しみながら親睦を深め、明朗で明るい
生活を送ることが目的です。毎年6月に行われる合同発表会や忘・新
年会も楽しみの一つ。趣味を共有できる仲間がいるということは本当
にすばらしいです。
　和気あいあいと楽しむことはもちろん大事ですが、2時間の練習中
は一切おしゃべり禁止！ 月に 2度しかない練習だけに皆真剣です。

大きな声で歌うことはボケ防止と健康増進
◇活動内容
　私たちのカラオケサークルは平成 10年 4月に発足しました。現在
男性6人、女性16人で碓井 守先生の指導のもと練習に励んでいます。
主に歌謡曲を中心に年 12、13 曲習得し、新しい曲が渡されると、先
生から歌詞の説明を受けて皆んなで合唱。その後は繰り返し流され
る演奏の中で歌を覚えていきます。時間中必ず 1回は前に出て歌を
歌います。会員の皆さんは持参したテープレコーダーに歌を吹き込
んで帰り自宅で復習。｢持ち歌 ｣を着実に増やしています。

　理学療法士をしている目黒さんにインタ
ビューしました。

Q 理学療法士は簡単にいうとどんな職業で
すか？

　神経疾患、脳疾患、整形などの機能回復を
治療する仕事です。

Q 理学療法士になったきっかけは？
　進路が決まっていなかった高校 3年の春、
母の勧めで ( リハビリ）施設へ見学に行き、
患者さんの回復していく姿を目の当たりにし
てこの仕事に魅力を感じました。人のために
なる仕事に就きたい・・理学療法士になって
早いもので 6年が経ちました。

Q 実際仕事に就いてみてどう感じていますか？
　機能が回復し、笑って退院されていく患者
さんを見送るときは嬉しいですが、進行性の
病気で回復が平行と思われる場合はもどかし
さを感じますね。患者さんの病状を見ながら
治療にあたっていますが、自分の言うことを
押し付けるのではなく、相手の気持ちになっ
て治療することが大切なんだといつも教えら
れています。

Q 休日の過ごし方を教えてください。
　この時季はスキーですね。毎週行っていま
す。あとは食べ歩き。下調べはせず、好きな
ドライブがてら開拓しています。食べること
はもちろん好きですが、作ることも同じくら
い好きなので、家ではパスタなどをよく作っ
ています。

Q これからの目標は？
　車の運転ができない人や退院されていった
患者さんの訪問看護（リハビリ）に携わるこ
とです。それと、障害者の住環境についても
これから勉強していきたいです。

Q 最後に、阿賀野市に期待することは？
　高齢化社会はますます進んでいきます。阿
賀野市の福祉分野がもっと充実することを望
んでいます。

　目標をしっかり持っていて頼もしい目黒さ
ん。期待していますよ！
　ありがとうございました。

皆さんからのご意
見・ご感想をお待
ちしています。

コンセント火災

にご用心

● 

ミ
ッ
チ
ェ
ル
先
生
の
楽
し
そ
う
な
英

語
の
授
業
風
景
に
好
感
を
得
ま
し

た
。 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

1
月
号
の
応
募
数
が
91
通
と
は
ビ
ッ

ク
リ
で
し
た
。
敵
は
多
し
。

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

確
定
申
告
の
紙
面
を
コ
ピ
ー
し
て
昨

年
新
築
し
た
職
場
の
同
僚
に
渡
す
こ

と
が
で
き
、
助
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 
市
内
見
て
歩
き
の
ペ
ー
ジ
は
色
々

あ
っ
た
出
来
事
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
楽
し
い
で
す
。 

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
ク
イ
ズ
は
結
構
難
し
か
っ
た
で

す
。
お
母
さ
ん
と
悩
み
な
が
ら
考
え

ま
し
た
。
占
い
や
血
液
型
の
コ
ー

ナ
ー
も
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
ク
イ
ズ
の
常
連
に
な
る
ぞ
〜
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
20
代
・
男
性
）

☆
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

小
さ
い
ス
ペ
ー
ス
で
も
ご
み
の
出
し

方
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ゴ
ミ
当
番
の
時
に
マ
ナ
ー
の
悪

い
人
が
い
て
、
大
変
困
っ
て
い
ま

す
。 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● ｢

私
の
住
む
地
域｣

を
読
む
の
が
好

き
で
す
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
つ
も
広
報
ク
イ
ズ
を
み
て｢

難
し

い
な
ぁ｣

と
思
い
ま
す
が
、
み
ん
な

で
と
く
の
で
楽
し
い
で
す
。
今
回
は

一
人
で
と
け
た
の
で
、
ハ
ガ
キ
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

確
定
申
告
の
日
時
が
よ
く
わ
か
り
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
30
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
ク
イ
ズ
、
ち
ょ
っ
と
簡
単
過
ぎ

る
か
な
ぁ
。
も
う
少
し
難
し
く
し
て

も
い
い
で
す
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

お
知
ら
せ
版
の｢

う
ぶ
ご
え
コ
ー

ナ
ー｣

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
名
前
が

あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
漢
字

の
勉
強
に
な
り
ま
す
。

 

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

確
か
に
。
読
み
仮
名
が
な
い
と
わ
か

ら
な
い
名
前
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
何
と
読
む
の
か
考
え
て
し
ま
い

ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

私
は
歴
史
が
好
き
で
、
自
分
が
住
ん

で
い
る
所
に
も
ち
ゃ
ん
と
歴
史
が
あ

る
ん
だ
な
ぁ
と｢

ふ
る
さ
と
探
訪｣

を
読
ん
で
実
感
し
て
い
ま
す
。

 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 
4
月
か
ら
4
コ
マ
マ
ン
ガ
の
人
、
変

わ
る
ん
で
す
か
？ 

い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
の
で
淋
し
い
で
す
。

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● ｢

ふ
る
さ
と
探
訪｣
す
ご
〜
く
お
も

し
ろ
い
！ 

こ
れ
か
ら
も
阿
賀
野
市

の
歴
史
・
文
化
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● ｢

も
う
一
匹
の
家
族｣

。
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
わ
が
家

に
は
い
な
い
の
で
す
が
、
い
つ
か

は
!! 

と
思
い
ま
す
。

 

（
60
代
・
男
性
）

●
お
し
ゃ
べ
り
広
場
の
皆
さ
ん
の
意
見

　

が
一
番
正
直
で
面
白
い
で
す
。

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
ふ
る
さ
と
探
訪
が
毎
月
楽
し
い
。

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

も
う
一
匹
の
家
族
の
「
そ
ら
」
く
ん
、

と
っ
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
私
は
電
車
通
学
を
し
て
い
ま
す
が
、

　

水
原
駅
前
の
除
雪
が
し
っ
か
り
し
て

　

い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
朝
・
夕

　

の
車
の
混
雑
も
し
か
り
、
通
学
・
通

　

勤
に
便
利
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
快
適
さ           

　

を
求
め
ま
す
。 

(

10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

う
ち
の
子
ど
も
た
ち
は
ぜ
ん
そ
く
で

す
。
水
原
郷
病
院
の
『
気
管
支
喘
息

の
話
』
は
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に

な
り
ま
し
た
。 

（
30
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

耳
よ
り
情
報
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
正

し
い
出
し
方
が
よ
か
っ
た
で
す
。

 

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

は
つ
ら
つ
健
康
通
信｢

み
ん
な
で
遊

ぼ
う｣

は
、
こ
ん
な
教
室
が
私
の
子

ど
も
時
代
に
も
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た

の
に
、
と
う
ら
や
ま
し
く
読
み
ま
し

た
。　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
？

　

今
、
お
使
い
の
電
化
製
品
の
コ
ン
セ

ン
ト
プ
ラ
グ
に
ホ
コ
リ
が
た
ま
っ
て
い

た
り
汚
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？　

　

家
庭
内
の
洗
濯
機
や
パ
ソ
コ
ン
の
裏

な
ど
に
長
期
間
差
し
込
ま
れ
た
ま
ま
の

プ
ラ
グ
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
ホ

コ
リ
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

ホ
コ
リ
が
湿
気
を
含
む
と
、
プ
ラ
グ
の

両
極
間
に
微
少
の
電
気
が
流
れ
る
「
電

気
の
道
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
電
気
の
道
が
徐
々
に
加
熱
・
炭

化
が
進
ん
で
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

そ
し
て
そ

の
熱
が
限

界
を
超
え

る
と
発
火

し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
現
象
を
「
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
現
象
」
と
言
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
防
ぐ
に
は

時
々
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

き
、
乾
い
た
布
な
ど
で
プ
ラ
グ
と
コ
ン

セ
ン
ト
に
付
着
し
た
ホ
コ
リ
を
拭
き
取

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ホ
コ
リ
と
湿
気
・

水
気
が
多
い
場
所
に
あ
る
コ
ン
セ
ン
ト

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
受
け
刃
が
緩

ん
で
い
る
と
接
触
不
良
に
な
り
過
熱
す

る
恐
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。
プ
ラ
グ
は

　　　 　

平
成
十
七
年
度

阿
賀
野
市
成
人
式

　

五
月
四
日
（
水
・
国
民
の
休
日
）

　

午
後
か
ら
四
地
区
統
一
し
て
行
い
ま
す
。

会
場 
水
原
総
合
体
育
館

圓山　陽さんP.N ココのおねえちゃん

苅部　杏実さん渡邊　愛弥さん小菅亜里紗さん

笹岡小学校　イラストクラブの皆さんです。



● 

今
月
は 

粕か

す

島じ

ま 

で
す 

●

1415

▼
取
材
カ
メ
ラ
は
見
た
の
同
行
取
材
で
は
、

20
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、
私
も
こ
の
作

業
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
当
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
入
庁
４
・
５
年
目
で
、

高
卒
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
事
務
よ
り
現

場
の
作
業
が
多
く
、
日
焼
け
し
健
康
的
な
顔

を
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
外
で
の

作
業
が
続
い
た
と
き
は
本
当
に
嫌
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
思
え
ば
そ
れ
も
懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
。

▼
な
ん
と
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
女
子

の
部
で
２
位
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
広

報
用
の
写
真
を
敵
チ
ー
ム
の　

 

さ
ん
に
お
願

い
し
、
試
合
に
専
念
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
ー　

 

さ
ん
。
と
、
喜

び
も
つ
か
の
間
、
久
し
ぶ
り
に
動
い
た
も
の

で
す
か
ら
、
次
の
日
か
ら
は
大
変
で
し
た
。

全
身
筋
肉
痛
に
見
舞
わ
れ
、歩
く
の
も
ロ
ボ
ッ

ト
状
態
。
年
々
衰
え
て
い
く
自
分
の
体
を
目

の
当
た
り
に
し
、
も
う
歳
に
は
勝
て
な
い
な
…

と
つ
く
づ
く
実
感
し
た
の
で
し
た
。

▼
２
月
は
雪
の
日
の
取
材
が
多
く
、
朝
、
職

場
に
来
る
や
青
空
駐
車
し
て
い
る
広
報
車
の

雪
下
ろ
し
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
落
ち
着
く
暇

も
な
く
取
材
先
へ
。町
中
は
ま
だ
し
も
、原
っ

ぱ
に
出
る
と
一
面
真
っ
白
で
何
も
見
え
ま
せ

ん
。
昼
間
な
の
に
道
路
な
の
か
田
ん
ぼ
な
の

か
わ
か
ら
ず
、
ル
ー
ト
選
択
に
後
悔
し
ま
し

た
。
約
束
時
間
に
間
に
合
わ
な
く
て
も
、
と

に
か
く
〝
事
故
ら
な
い
で
〞
行
こ
う
。
と
、

目
を
凝
ら
し
運
転
し
て
い
る
と｢

ん
っ
？｣

。

ワ
イ
パ
ー
が
動
い
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
！ 

「
…
…
」。
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
ぱ
っ

と
目
の
前
が
視
力
２
・
０
の
世
界
に
な
り
ま

し
た
。

粕
島
集
落
と
阿
賀
野
川

　

阿
賀
野
川
に
程
近
い
場
所
に
位
置

す
る
粕
島
集
落
。
生
活
は
先
祖
代
々

か
ら
阿
賀
野
川
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
暖
房
で
す
。
今
は
石
油
や
電

気
が
主
で
す
が
、
昔
は
籾
殻
や
稲
藁
、

薪
な
ど
を
燃
料
に
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
確
保
す
る
に
は
阿
賀
野

川
の
大
水
を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
水
が
出
る
と
流
木
集
め
に

熊
手
を
持
っ
て
真
夜
中
で
も
川
に
行

き
、
流
木
を
か
き
集
め
た
も
の
で
す
。

阿
賀
野
川
は
ま
さ
に
私
た
ち
に
と
っ

て
生
活
の
一
部
で
し
た
。

ツ
ツ
ガ
虫
病
発
生

　

農
作
業
は
牛
馬
に
頼
っ
て
い
た
の

で
、
餌
に
な
る
草
を
阿
賀
野
川
の
中
洲

に
よ
く
刈
り
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時

に
草
群
を
歩
い
て
い
て
ツ
ツ
ガ
虫
に
刺

さ
れ
た
も
の
で
す
。
肉
眼
で
は
確
認
で

き
な
い
ほ
ど
の
小
さ
な
虫
で
、
四
十
度

以
上
の
高
熱
に
お
か
さ
れ
た
り
、
中
に

は
一
家
の
主
を
失
っ
た
人
も
い
ま
し

た
。
昭
和
27
年
こ
ろ
、
新
潟
大
学
医
学

部
の
研
究
班
が
来
訪
し
、
中
洲
を
い
ろ

い
ろ
調
査
し
ま
し
た
。
何
回
か
駆
除
を

し
て
も
ら
い
、
ツ
ツ
ガ
虫
病
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

集
落
総
出
の
念
仏
講
「
百
万
遍
」

　

ツ
ツ
ガ
虫
病
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、

集
落
民
の
無
病
息
災
を
願
う
気
持
ち
は

非
常
に
大
き
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が

百
万
遍
と
し
て
今
も
色
褪
せ
ず
に
続
い

て
い
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
年
２

月
の
第
３
日
曜
日
が
百
万
遍
の
日
。
一

軒
か
ら
必
ず
一
人
は
参
加
し
て
、
家
内

安
全
、
無
病
息
災
を
お
祈
り
し
ま
す
。

20
ｍ
も
あ
る
数
珠
は
推
定
百
年
前
の
も

の
で
、
モ
ク
ロ
ズ
や
桐
な
ど
大
小
様
々

な
珠
が
混
じ
っ
て
い
て
、
大
事
に
使
わ

れ
て
き
た
年
輪
を
感
じ
ま
す
。
今
は
集

落
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

昔
は
一
軒
一
軒
数
珠
を
持
っ
て
ま
わ
っ

た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
甘
酒
や

コ
ッ
コ
（
た
く
あ
ん
）
を
も
ら
え
る
か

ら
と
、後
を
つ
い
て
歩
い
た
も
の
で
す
。

寒
い
冬
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
粕
島
は
心
の
豊
か
な

集
落
で
す
。
９
割
方
が
兼
業
農
家
で

し
っ
か
り
後
継
者
も
育
っ
て
い
ま
す

し
、
争
い
ご
と
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
舵
取
り
を
す
る
区
長
は
田
ん

ぼ
１
町
３
反
以
上
を
持
つ
家
の
中
か
ら

ク
ジ
で
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
蛇
足
で
す

が
、
粕
島
は
43
軒
中
29
軒
が｢

加
藤｣

姓
で
す
。
集
落
で
は
屋
号
で
通
っ
て
い

ま
す
が
、
同
姓
同
名
も
い
ま
す
の
で
市

民
の
皆
さ
ん
は
ど
う
か
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
。

（
取
材
協
力
＝
樋
口
喜
代
志
さ
ん
、
加

藤　

ム
ツ
さ
ん
、
加
藤
サ
ダ
子
さ
ん
、

羽
田　

正
昭
さ
ん
）

百万遍

■世帯数 43

■人　口 230
（2月１日現在）

市役所から市営バス水原・

前山・京ヶ瀬線で約20分

（加藤収作様宅前下車）

R290

R460

R49

新津市

横越町

新発田市豊栄市

三川村

五泉市
粕　島

『
困こ

ん

は
窮

き
ゅ
う

し
て
通つ

う

ず
』

1 2 4 5

6 7 8

9 10

11 12

13 14

15

クイズの答え

住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　

 

広
報
ク
イ
ズ
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2

　問題の答えと３月号の感想などをお書きの

上、あなたの住所・氏名・年齢・電話番号を

記入し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで 3月 14

日（月）までに応募ください。ペンネームや

匿名での掲載を希望する方も、氏名は必ず書

いてください。

　正解者の中から抽選で毎月 10 人に 500 円

の図書券をプレゼントします。

ＦＡＸ： 0250 － 62 － 0281

E メール： kikaku@city.agano.niigata.jp

問題

二重枠の言葉を並べ替えて、阿賀野市に関係

のある言葉を作ってください。

　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感

想をお待ちしています。その他、地域の話題

や珍しい出来事、自慢のイラストなど、どし

どしお寄せください。

★２月号の正解は次のとおりです。
・時計の有無
・習字の数　・ミッチェル先生の首ひもの太さ
〈応募総数 56 通　正解者 51 人〉
★２月号の当選者
・米山佳菜子さん・P.N きさらぎさん・長谷川アサミさん
・斎藤　龍子さん・神田　和子さん・P.N  プー ちゃん
・小林ミヨシさん・阿部　真莉さん・P.N アヒルの親子さん
・P.N タマゴッチ星人さん

ヒント：今回はノーヒント、です。

◎ヨコのカギ
 １ ３月、学校では感激の涙がいっぱいこぼれます。

 ６ ○○技、○○方、○○口

 ７ 鉄棒種目の大技のひとつ。ダブルでもやります。

 ９ ド、レ、ミ、ファ、さあ、続けて。

 11 相撲の決まり手のひとつ。うっちゃりには注意が必要。

 13 『冬のソナタ』キム・サンヒョク役は、○○・ヨンハ。

 14 ポイ捨ては絶対にやめましょう。

 15 携帯電話のこれは有害だと言われています。

◎タテのカギ
 １ おばあちゃんの、お母さんのこと。

 ２ 「カナコオリ」という人も。冬、軒先にできるあれです。

 ４ こんなことをして手に入れては、嫌われます。

 ５ 母親に代わって子どもの面倒を見る女性のこと。

 ８ 自転車のことをこう呼ぶのは、何歳くらいまでかな？

 10 ３度の○○○○は、キチンととりましょうね。

 12 闘莉王、三都主（以上サッカー）、曙（相撲）など

 13 小麦粉ではなく、米で作ることも。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作：博太郎

　

万
葉
集
に
「
み
雪
降
る　

冬
は

今
日
の
み
鶯

う
ぐ
い
す

の　

鳴
か
む
春
べ
は

明
日
に
し
あ
る
ら
し
」
と
詠
わ
れ

た
、
弥
生
三
月
を
目
の
前
に
、
降

り
続
く
中
越
地
方
の
豪
雪
は
、
新

た
に
二
十
名
の
尊
い
犠
牲
者
を
出

す
事
態
と
な
り
、
県
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
復
興
支
援
の
大
き
な
妨
げ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
四
月
一
日
、
地
方
分
権
一

括
法
に
基
づ
く
平
成
の
大
合
併
を

選
択
し
た
阿
賀
野
市
で
す
が
、
一

年
を
振
り
返
り
、
財
政

的
に
は
予
想
以
上
の
厳

し
さ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

幸
い
、
災
害
も
少
な

く
、
年
末
の
「
三
位
一

体
改
革
の
全
体
像
」
に

対
す
る
地
方
六
団
体
の

代
表
六
名
と
、
麻
生
総

務
大
臣
と
の
協
議
に
最

後
の
望
み
を
託
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
結
果
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進

ん
だ
富
裕
な
都
府
県
や
、
大
都
市

の
代
表
で
も
あ
る
方
々
の
考
え
方

で
あ
る
使
途
の
限
ら
れ
た
補
助
金

や
負
担
金
よ
り
、
地
方
税
、
地
方

交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
合

わ
せ
た
一
般
財
源
の
方
が
自
由
に

使
え
る
こ
と
か
ら
、
意
見
の
一
致

と
な
っ
た
も
の
と
推
測
し
て
お
り

ま
す
。

　

過
日
の
新
潟
日
報
紙
上
に
「
東

京
一
極
集
中
」
の
社
説
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
少
な
く
と

も
今
の
政
府
の
考
え
方
で
あ
り
ま

す
「
大
都
市
集
中
、地
方
切
捨
て
型
」

を
実
証
す
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
、
残
さ
れ
た
事
項
も
多
く
、

引
き
続
き
検
討
項
目
を
具
体
化
す

る
必
要
が
あ
り
、
今
回
取
り
組
ん

で
い
る
三
位
一
体
改
革
は
、
そ
の

第
一
歩
で
し
か
な
い
と
麻
生
大
臣

は
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
三
位
一
体
改
革
の
渦

中
に
巻
き
込
ま
れ
た
、
新

市
建
設
二
年
度
目
の
阿

賀
野
市
の
予
算
編
成
は
、

あ
ま
り
に
も
厳
し
い
歳

入
財
源
不
足
に
、
歳
出

全
般
に
わ
た
る
見
直
し

で
当
初
方
針
の
「
サ
ー

ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は

低
く
」
の
調
整
を
は
じ

め
、
遅
れ
て
お
り
ま
す
公
共
事
業

の
削
減
、
更
に
は
職
員
諸
君
の
給

料
の
カ
ッ
ト
ま
で
お
願
い
す
る
「
健

全
財
政
の
堅
持
」
を
決
意
い
た
し

ま
し
た
。

　

困
窮
而
通
。
苦
し
む
こ
と
は
誰

し
も
嫌
う
こ
と
で
す
が
、『
苦
し
み

窮
し
て
こ
そ
次
の
道
が
通
じ
て
く

る
も
の
で
あ
る
。』
易え

き
き
ょ
う経
の
一
則
で

あ
り
、
こ
の
教
え
を
愛
唱
し
て
お

り
ま
す
。
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【人の動き】 人口 48,650 人（－ 29） 男 23,512 人（－ 13） 女 25,138 人（－ 16） 世帯数 13,363 ( ＋ 5)

平成 17 年２月１日現在（　）は前月比 出生 29 人・死亡 47 人・転入 52 人・転出 63 人

遠
え ん か い

海侑
ゆ き

希ちゃん（1歳2ヵ月）／緑岡5（パパ武
たけ

則
のり

さん・ママ敦
あつ

子
こ

さん）

　わたし『ゆうちゃん』。アンパンマンのすべりだいがだいすきなの。
はらばいになってシューってすべるときもちいいのよ。
　それからね、まいにちおねえちゃんたちと３にんでヒーローごっ
こをするの。わたしは「３ごう」なんだって。まだちっちゃいから
やくにはたてないけど、いつもごはんをいっぱいたべてるから、す
ぐにおっきくなってわるものをやっつけてやるわ！

　私「チェリー」っていうの。

今年で 12 歳になるのよ。普

段は奥様とネコの「ミヤ」と

お留守番。女の子同士とって

も仲良しよ。いつも昼間は１

歳 5ヵ月の女の子「みゆい」

ちゃんから遊んでもらって

いたけど、2月から保育園に

行ったから今はさびしいの。

　ご主人様が「散歩に行く

よー」って言うとミヤも一緒

についてくるの。並んで散

歩しているの。仲良しでしょ。冬は寒いからミヤと一緒にコタ

ツに入って丸まっているわ。寒いのは苦手。夜も奥様の布団に

ちゃっかり入って寝ているの。

斎藤春雄さん（寺社）宅のシーズー『チェリー』でした。

4 コママンガを書いてくれる人を募集します。詳しくは ☎ 62 － 2510 広報広聴係へ。←

多
く
の
皆
さ
ん
の
善
意
に
感
謝
・
感
謝

　

毎
週
金
曜
の
午
後
、
市
瓢
湖
管
理
事
務
所
で
は
横

越
町
の
山
崎
製
パ
ン
㈱
新
潟
工
場
さ
ん
へ
出
向
い

て
、
白
鳥
の
え
さ
用
に
食
パ
ン
の
耳
な
ど
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。（
写
真
左 

１
月
28
日
撮
影
）

  

大
き
な
鉄
製
の
箱
に
入
っ
て
い
る
パ
ン
約
３
０
０
㌔

を
積
み
込
み
ま
す
。
同
工
場
の
ご
好
意
で
30
年
近
く

続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
清
水
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
さ
ん
か
ら
は
月
・

水
・
金
の
週
３
回
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１
０
０
㌔
の
食
パ

ン
を
提
供
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
全
国
各
地
の
大

勢
の
皆
さ
ん
か
ら
白

鳥
の
餌
が
毎
日
の
よ

う
に
送
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
パ
ン

は
、
天
日
で
干
し
、

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
冬

場
に
備
え
保
存
し
て

お
き
ま
す
。（写

真
下
）


